
本日の予定

１．挨拶、議員紹介

２．議会報告、質疑応答

３．意見交換会

担当議員（１班）

石島政己、安藤良子、福田洋一

荒井 覚、大木英憲、小林英恵

土方美代、嶋田積男、渡邉一郎、大平拓史



本日の予定

１．挨拶、議員紹介

２．議会報告、質疑応答

３．意見交換会

担当議員（２班）

塚原俊夫、小川 亘、大出ハマ、荒川美代子

福田幸平、植村 一、森田晃吉

高橋 栄、平野正敏、細野大樹



本日の予定

１．挨拶、議員紹介

２．議会報告、質疑応答

３．意見交換会

担当議員（３班）

関 良平、青木美智子、山野井 孝

篠崎佳之、苅部 勉、 橋本守行

岡田 裕、佐藤忠博、 渡辺一男、片山照美



面積 171.75㎢

人口及び世帯数
（令和4年5月1日現在）

人口 166,380人

（男） 84,126人

（女） 82,254人

世帯数 70,957世帯







●産業分類別就業人口の推移
就業人口の総数は平成12（2000）年をピークに緩やかな減少傾向にありましたが、
近年は増加傾向に転じています。また、産業別の就業割合では、第３次産業が約６
割を占めています。
資料：国勢調査（各年10月１日現在）※令和２（2020）年は栃木県毎月人口調査資





●水稲・二条大麦の作付面積等の推移 [農業の状況]
水稲の作付面積及び収穫量は減少傾向、二条大麦の作付面積及び収穫量は概ね横ばいにあります。



●工業の製造品出荷額等の推移 [工業の状況]
リーマン・ショックの影響により、平成21（2009）年に従業者数及び製造品出荷額等が一時
減少していたものの、近年では増加傾向にあります。

資料：工業統計調査 ※ただし、平成27（2015）年、平成28（2016）年は未実施







●商業の年間商品販売額等の推移 [商業の状況]
従業者数は減少傾向に歯止めが掛かったものの、商店数及び年間商品販売額は減少傾
向にあります。













執行機関が適切な事務執行をしているか
市民の目線でチェックする『監視機関』
としての役割

市長が提案する事業計画や予算、条例案
などを、市民の立場で決定する『議事機
関』としての役割

市民の意見を聞きながら、独自に政策を
作る『政策立案・提言』の役割













政務活動費 最大80万円／年
（必要経費、不足分は自己負担、余った分は市に返却）



議 会

本
会
議

①議案

④議決

市 民
（選挙、傍聴、要望）

市

長

委
員
会

⑤
施
策

②付託

③審議・報告

国・県など意
見
書



• H15 小山市議会活性化検討委員会

• H16 本会議のテレビ中継開始

全議員に代表質問（30分）、個人質問（15分）各年2回保証

• H19 政務調査費を100万円から80万円に条例改正

政治倫理条例を制定

• H20 政務調査費を会派支給から個人支給へ変更

• H22 議会改革推進協議会の設置

• H23 議会基本条例の制定

• H24 市政一般質問について「一問一答方式」の導入

• H27 市政一般質問について「会派代表質問」の導入

本会議のインターネット配信

• H29 タブレット端末の導入（ペーパレス化）

政務活動費のマニュアル改定と領収書等のインターネット公開

• R3 議員定数を３０名から２８名に削減（令和５年の市議選から）

• H15 小山市議会活性化検討委員会

• H19 政務調査費を100万円から80万円に条例改正

• R3 議員定数を３０名から２８名に削減（令和５年の市議選から）

本会議のインターネット配信

• H29 タブレット端末の導入（ペーパレス化）

H23 議会基本条例の制定



議
会
改
革
推
進
協
議
会

議会運営検討専門部会

議会ＩＣＴ化検討専門部会

通年会期について

YouTube等のSNSの活用について
一般質問時のパソコン活用について
リモート会議導入に向けた調査研究について



小山市議会



ページの解説、用語の説明

（３ページ）

人口は５月１日現在１６６，３８０人、世帯数７０，９５７世帯と県内第２位の人口でありますが、少子化が進む中、小山市の人口はほぼ横ばい
核家族化の進行により一世帯当たりの人員は減少傾向にあります。

令和２（２０２０）年の総人口における15歳未満の年少人口は１２．６％、１５歳から６４歳までの生産年齢人口は６１．２％と減少傾向にありま
すが、６５歳以上の老年人口は２５．１％と増加傾向にあり、本市においても少子高齢化が進行しています。

男女別５歳階級別の人口の推移も、男女ともに１５~３９歳以下の人口がおおむね減少し、６５歳以上の人口が著しく増加しています。

（６ページ）

小山市中央図書館のHPで小山市地産地消ライブラリーとして小山市の農畜産物が紹介されています。

上記データベースでそれぞれの農畜産物の特徴や収穫量なども閲覧することができます。

（７ページ）

水稲・二条大麦の作付面積と収穫量の推移を見ますと、水稲は減少傾向、二条大麦は概ね横ばいにあります。

（８ページ）

令和2年の工業統計調査では従業員4人以上の事業所は265社従業員数18,469人 出荷額91,095,637万円となっています。ここ最近の推移
を見ますと、リーマン・ショックの影響により、平成２１（２００９）年に従業者数及び製造品出荷額等が一時減少していたものの、近年では増加
傾向にあります。

小山市の工業は従業員4人以上の事業所数では県内6位ですが、従業員数、製品出荷額ともに県内3位となっています。

（９ページ）

小山市の工業団地の分布です。総面積395.9ha、工業団地の中だけでおおよそ160社が操業しています。

（１０ページ）

工業団地内の企業の一覧です。



（１１ページ）

商業の年間商品販売額等の推移を見ますと、従業者数は減少傾向に歯止めがかかったものの、商店数及び年間商品販売額は依然減少傾
向にあります。

小山市も全国的な動きと同様に、昔ながらの商店街から郊外大規模ショッピングセンターという形に移ってきています。

小山市の商店数はH28年で1406店となっていますが、これに卸売り業を加えると、業所数は1724社で県内４位、従業員数は15067人で県内２
位となっています。

（１２ページ）

一般会計・・・教育・福祉や道路・公園の整備など、主に市の基本的な行政サービスを行う会計のこと。

（１３ページ）

歳入・・・一会計年度における一切の収入のこと。

歳出・・・一会計年度における一切の支出のこと。

自主財源・・・地方公共団体が自主的に調達できる財源。（地方税・手数料・使用料・寄付金など）

依存財源・・・国や県から自治体に交付される金額や割り当てられる収入。（国県支出金・地方交付税・各種交付金・地方債など）

義務的経費・・・法令や性質上、支出が義務付けられており、裁量的に減額できない経費。（人件費・扶助費・交際費など）

投資的経費・・・道路・橋梁・公園・学校・公営住宅の建設など、社会的資本の整備に要する経費。

（15ページ）

特別会計・・・特定の目的の為の会計で国民健康保険税など特定の収入があり、一般会計から切り離して、その収入・支出を経理する会計の
こと。

（２０ページ）

令和４年６月議会を例に説明します。会期は２６日間です。議会初日に議案が上程され、４日間をかけて各議員が執行部に対し市政に関する
質問を会派代表質問ないし、個人質問をします。その後、委員会付託された議案を各常任委員会でそれぞれ審議し、議会最終日に議員全員
で議案の賛否について採決し閉会します。

（22ページ）

常任委員会は３０人の議員が総務、民生、教育、建設常任委員会のいずれか一つに所属し、定数は８人ないし７名で構成されています。

一般会計予算に関する事項を審議する予算常任委員会は１８名で上記の常任委員会は兼務することができます。

特別委員会は３つ、その他の委員会は議会運営委員会、議会広報委員会があります。

（２５ページ）

政務調査費→政務活動費の以前の呼び方


